
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 1　串本町関連遺跡位置図（国土地理院発行 25000 分の 1加筆修正）
と
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
に
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
発
掘
調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
［
安
井
編
一
九
六
九
、
（
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
編
一
九
九
一
］。
ま
た
、
本
発
掘
調
査
以
外
に
も
、
校
舎
等
の
改
築
に
伴
う
小
規
模
な
立
会
調
査
や
試
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
以
下
、
各
報
告
の
記
載
に
従
い
、
調
査
内
容
を
概
述
す
る
。
　
昭
和
三
十
五
年
時
で
は
、
運
動
場
整
備
工
事
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笠
嶋
遺
跡
は
、
弥
生
時
代
中
期
以
降
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
に
か
け
て
海
浜
集
落
と
し
て
存
続
し
て
い
た
が
、
自
然
災
害
に
よ
り
居
住
区
と
し
て
は
放
棄
さ
れ
、
以
後
墓
域
に
移
り
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
　
地
蔵
道
遺
跡
は
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
の
国
道
四
十
二
号
線
拡
張
工
事
と
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
の
個
人
住
宅
整
地
工
事
中
に
い
ず
れ
も
不
時
発
見
さ
れ
て
お
り
、
詳
細
な
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
［
串
本
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
一
九
八
八
］。
　
串
本
地
区
は
、
い
わ
ゆ
る
ト
ン
ボ
ロ
と
呼
ば
れ
る
陸
繫
砂
洲
上
に
中
心
地
が
営
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
背
後
の
丘
陵
（
西
ノ
岡
平
見
）
か
ら
派
生
す
る
小
規
模
な
舌
状
尾
根
に
挟
ま
れ
た
谷
状
地
形
に
本
遺
跡
は
立
地
し
、
そ
の
裾
部
か
ら
中
腹
部
分
に
か
け
て
、
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
串
本
地
区
と
袋
地
区
を
結
ぶ
山
越
え
の
旧
道
沿
い
に
位
置
し
、
袋
坂
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
海
側
の
南
西
方
向
に
開
口
す
る
谷
状
地
形
は
、
天
然
の
良
港
で
あ
る
袋
港
の
入
り
口
を
望
む
好
立
地
で
あ
る
（
図
1
）。
　
昭
和
三
十
六
年
時
に
は
、
中
世
期
の
瓦
器
・
青
磁
・
陶
質
土
器
の
ほ
か
弥
生
土
器
・
須
恵
器
が
出
土
し
て
お
り
、
昭
和
三
十
七
年
時
に
は
、
土
師
器
・
須
恵
器
の
ほ
か
、
別
の
地
点
で
中
世
期
の
陶
質
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
弥
生
土
器
は
、
弥
生
時
代
中
期
の
高
坏
脚
部
・
甕
・
壺
の
破
片
で
、
須
恵
器
は
古
墳
時
代
後
期
の
蓋
坏
や
甕
、
飛
鳥
時
代
の
高
台
付
の
坏
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
土
師
器
の
出
土
は
小
片
で
極
め
て
少
な
い
と
さ
れ
る
。
中
世
期
の
土
器
は
、
瓦
器
や
青
磁
、
陶
質
土
器
の
小
皿
と
片
口
水
注
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。『
串
本
町
史 
史
料
編
』
に
は
、
古
墳
時
代
の
須
恵
器
蓋
、
飛
鳥
時
代
の
坏
身
、
片
口
水
差
形
の
陶
質
土
器
と
思
し
き
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。（
佐
藤
）
二
　
遺
物
の
観
察
　
笠
嶋
遺
跡
の
中
世
の
も
の
と
み
ら
れ
る
出
土
遺
物
は
、
瓦
器
椀
一
点
、
瓦
器
皿
二
点
、
山
茶
碗
の
皿
二
点
の
合
計
五
点
が
あ
る
。
そ
の
他
、
図
化
は
行
わ
な
か
っ
た
に
伴
い
木
製
品
や
土
器
片
が
発
見
さ
れ
、
前
年
ま
で
串
本
高
校
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
伊
勢
田
進
氏
（
当
時
田
辺
高
校
教
諭
）
の
提
言
を
受
け
て
、
串
本
町
に
よ
り
「
串
本
町
笠
嶋
低
湿
地
遺
跡
発
掘
調
査
会
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
本
調
査
会
で
は
、
団
長
を
同
志
社
大
学
坂
詰
仲
男
教
授
、
調
査
主
任
と
し
て
同
大
学
大
学
院
の
安
井
良
三
氏
が
務
め
ら
れ
、
調
査
員
と
し
て
伊
勢
田
氏
や
高
校
の
教
諭
が
名
を
連
ね
、
調
査
の
補
助
と
し
て
同
志
社
大
学
学
生
や
串
本
高
校
の
学
生
の
協
力
を
得
て
い
る
。
　
発
掘
調
査
は
、
昭
和
三
十
五
年
二
月
二
十
二
日
か
ら
三
月
十
三
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
報
告
書
に
よ
る
と
、
土
層
や
遺
物
の
出
土
状
況
、
遺
構
の
検
出
が
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
潮
岬
台
地
上
も
し
く
は
崖
の
中
腹
に
位
置
す
る
漁
労
を
主
な
生
業
と
す
る
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
の
集
落
が
、
天
災
（
地
震
）
に
よ
り
崩
落
し
た
遺
跡
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
の
研
究
か
ら
は
、
弥
生
時
代
終
末
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
津
波
被
害
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
［
瀬
谷
二
〇
一
六
］。
遺
構
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
船
材
（
船
底
板
）
を
は
じ
め
と
す
る
多
種
多
様
な
木
製
品
や
土
器
、
自
然
遺
物
（
魚
類
、
貝
類
等
）
が
出
土
し
て
い
る
。
　
ま
た
、
こ
の
発
掘
調
査
を
契
機
に
串
本
町
文
化
財
保
護
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
、
町
の
文
化
財
行
政
に
と
っ
て
ひ
と
つ
の
画
期
と
な
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。
　
平
成
二
年
時
は
、
遺
跡
の
東
側
に
位
置
す
る
串
本
中
学
校
校
舎
建
築
に
伴
う
発
掘
調
査
で
あ
る
。
串
本
町
か
ら
の
委
託
を
受
け
た
（
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
当
時
）
が
調
査
を
担
当
し
て
い
る
。
調
査
は
、
平
成
二
年
十
月
十
七
日
か
ら
平
成
二
年
十
二
月
十
五
日
ま
で
実
施
し
て
い
る
。
　
本
調
査
に
お
い
て
は
、
合
計
八
棟
の
竪
穴
式
住
居
跡
を
は
じ
め
、
柱
穴
や
溝
、
木
棺
墓
の
可
能
性
が
あ
る
土
壙
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
遺
物
と
し
て
は
、
縄
文
時
代
晩
期
末
か
ら
平
安
時
代
に
い
た
る
土
器
が
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
心
時
期
は
、
前
回
調
査
と
同
じ
く
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
（
庄
内
式
併
行
期
）
と
な
る
。
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
・
平
安
時
代
と
時
期
差
は
あ
る
も
の
の
、
製
塩
土
器
も
出
土
し
て
い
る
。
瀬
戸
内
地
域
か
ら
と
東
海
地
域
か
ら
の
搬
入
土
器
が
確
認
さ
れ
て
い
324
が
、
瓦
質
土
器
の
足
釜
脚
部
の
小
破
片
を
一
点
確
認
し
た
。
　
地
蔵
道
遺
跡
出
土
の
中
世
遺
物
は
、
瀬
戸
・
美
濃
系
施
釉
陶
器
の
仏
供
と
壺
が
各
一
点
、
常
滑
焼
の
片
口
鉢
と
甕
が
各
一
点
、
鉄
製
刀
子
一
点
の
合
計
五
点
を
確
認
し
た
。
　
以
下
、
遺
跡
毎
に
遺
物
の
観
察
所
見
を
述
べ
る
（
図
2
）。
1
　
笠
嶋
遺
跡
出
土
遺
物
瓦
器
（
1
～
3
）　
瓦
器
は
、
椀
一
点
と
皿
二
点
の
合
計
三
点
が
あ
る
。
三
点
と
も
、
砂
粒
を
含
ま
な
い
緻
密
な
胎
土
を
用
い
た
点
が
共
通
す
る
。
　
1
は
口
径
一
四
・
〇
㎝
、
器
高
三
・
二
㎝
、
高
台
径
三
・
六
㎝
を
測
る
椀
で
あ
る
。
色
調
は
暗
灰
色
で
、
完
存
品
で
あ
る
。
外
面
体
部
下
半
部
に
指
頭
圧
痕
が
明
瞭
に
残
り
、
口
縁
部
は
横
撫
調
整
に
よ
り
端
部
を
外
反
さ
せ
て
い
る
。
高
台
は
紐
状
の
粘
土
を
輪
状
に
貼
り
付
け
た
も
の
で
、
輪
は
全
周
し
て
い
な
い
。
暗
文
は
外
面
に
は
無
く
、
内
面
に
渦
巻
状
暗
文
が
僅
か
に
み
ら
れ
る
。
以
上
の
特
徴
か
ら
、
紀
伊
型
瓦
器
椀
Ⅲ
―
2
期
に
該
当
す
る
。
時
期
は
十
三
世
紀
後
半
で
あ
る
。
　
2
は
口
径
八
・
〇
㎝
、
器
高
一
・
二
㎝
、
底
径
五
・
六
㎝
を
測
る
皿
で
あ
る
。
色
調
は
淡
灰
色
で
、
完
存
品
で
あ
る
。
底
部
は
平
底
で
、
外
面
底
部
に
指
頭
圧
痕
が
み
ら
れ
る
。
口
縁
部
は
横
撫
調
整
に
よ
り
端
部
を
外
反
さ
せ
て
い
る
。
暗
文
は
み
ら
れ
な
い
。
　
3
は
口
径
八
・
〇
㎝
、
器
高
一
・
七
㎝
、
底
径
六
・
〇
㎝
を
測
る
皿
で
あ
る
。
色
調
は
黒
灰
色
で
、
口
縁
部
の
一
部
を
欠
き
残
存
率
九
〇
％
で
あ
る
。
底
部
は
丸
底
で
、
押
さ
え
調
整
で
仕
上
げ
て
い
る
。
口
縁
部
は
横
撫
調
整
に
よ
り
端
部
を
や
や
外
反
さ
せ
る
。
暗
文
は
み
ら
れ
な
い
。
　
瓦
器
皿
は
二
点
と
も
、
紀
伊
型
瓦
器
椀
Ⅲ
期
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、
瓦
器
椀
と
同
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
山
茶
碗
（
4
・
5
）　 
山
茶
碗
は
、
皿
二
点
が
あ
る
。
二
点
と
も
色
調
は
灰
白
色
で
、
胎
土
中
に
径
一
～
三
㎜
大
の
砂
粒
を
含
む
。
底
部
は
平
底
で
、
底
面
は
回
転
糸
図 2　笠嶋遺跡・地蔵道遺跡出土遺物　実測図　S＝1/4
 1～5 笠嶋遺跡出土遺物（中世期）
6～10　地蔵道遺跡出土遺物（中世期）
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底
面
は
回
転
糸
切
り
未
調
整
で
あ
る
が
、
上
げ
底
状
に
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
特
徴
か
ら
、
古
瀬
戸
後
期
様
式
の
も
の
と
み
ら
れ
、
十
五
世
紀
代
の
遺
物
と
考
え
ら
れ
る
。
常
滑
焼
（
8
・
9
）　
常
滑
焼
は
、
片
口
鉢
（
8
）
と
甕
（
9
）
が
あ
る
。
　
8
は
口
径
三
一
・
四
㎝
、
器
高
一
〇
・
三
㎝
、
底
径
一
五
・
四
㎝
を
測
る
片
口
鉢
で
、
同
一
個
体
と
み
ら
れ
る
口
縁
部
破
片
一
点
と
底
部
破
片
一
点
を
図
上
で
復
元
し
た
。
色
調
は
外
面
が
暗
茶
色
、
内
面
は
茶
褐
色
、
底
面
は
暗
赤
褐
色
で
あ
る
。
胎
土
中
に
径
五
㎜
以
下
の
砂
粒
を
多
く
含
む
。
体
部
内
面
か
ら
口
縁
部
外
面
上
半
部
は
横
撫
調
整
に
よ
り
仕
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
口
縁
端
部
に
幅
一
・
六
㎝
の
面
を
持
つ
。
体
部
外
面
下
半
部
に
は
指
押
さ
え
に
よ
る
明
瞭
な
指
頭
圧
痕
が
み
ら
れ
、
底
面
は
未
調
整
で
あ
る
。
以
上
の
特
徴
か
ら
、
常
滑
焼
一
〇
型
式
に
該
当
し
、
時
期
は
十
五
世
紀
後
半
で
あ
る
。
　
9
は
甕
で
、
最
大
長
七
・
五
㎝
×
最
大
幅
五
・
二
㎝
を
測
る
体
部
の
破
片
で
あ
る
。
器
と
し
て
は
、
残
存
高
四
・
一
㎝
、
器
壁
の
厚
さ
一
・
三
㎝
を
測
る
。
色
調
は
外
面
が
暗
褐
色
、
内
面
は
褐
色
で
、
胎
土
中
に
径
五
㎜
以
下
の
砂
粒
を
多
く
含
む
。
外
面
は
指
押
さ
え
と
撫
調
整
、
内
面
は
撫
調
整
に
よ
り
仕
上
げ
て
い
る
。
焼
成
及
び
保
存
状
況
は
良
好
で
あ
る
。（
北
野
）
金
属
製
品
（
10
）　
金
属
製
品
に
は
鉄
製
の
刀
子
が
あ
る
。
　
10
は
鉄
製
刀
子
で
あ
る
。
刃
部
・
関
部
は
欠
損
し
て
お
り
、
茎
部
の
み
遺
存
す
る
。
残
存
長
五
・
五
㎝
、
最
大
厚
〇
・
五
㎝
を
測
る
。
背
部
と
腹
部
の
一
部
に
、
木
質
が
確
認
で
き
、
木
製
把
が
装
着
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
茎
部
は
、
や
や
甘
い
が
隅
切
り
状
を
呈
す
る
。
本
資
料
の
み
で
、
時
期
比
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
出
土
遺
物
中
唯
一
の
金
属
製
品
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
報
告
し
て
お
く
。
　
以
上
の
出
土
遺
物
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
会
議
室
の
展
示
ケ
ー
ス
内
に
弥
生
土
器
や
須
恵
器
の
破
片
と
と
も
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
資
料
自
体
に
注
記
等
が
な
く
、
一
括
し
て
地
蔵
道
遺
跡
出
土
遺
物
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
昭
和
三
十
六
年
と
昭
和
三
十
七
年
の
い
ず
れ
で
出
土
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
展
示
資
料
以
外
の
地
蔵
道
遺
跡
出
土
切
り
未
調
整
で
あ
る
。
ま
た
、
口
縁
部
は
横
撫
調
整
に
よ
り
端
部
を
や
や
外
反
さ
せ
る
。
　
4
は
口
径
七
・
六
㎝
、
器
高
二
・
九
㎝
、
底
径
五
・
一
㎝
を
測
る
皿
で
、
一
部
を
欠
き
残
存
率
は
七
〇
％
で
あ
る
。
　
5
は
口
径
七
・
二
㎝
、
器
高
二
・
九
㎝
、
底
径
四
・
七
㎝
を
測
る
皿
で
、
完
存
品
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
は
十
三
世
紀
代
の
遺
物
と
考
え
ら
れ
る
。（
北
野
）
　
以
上
の
出
土
遺
物
に
つ
い
て
は
、
串
本
無
量
寺
応
挙
芦
雪
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
資
料
で
あ
る
が
、
来
歴
を
示
す
注
記
等
は
な
く
、「
瓦
器
」
と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
み
で
あ
る
（
写
真
1
）。
同
じ
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
、
笠
嶋
遺
跡
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
試
料
の
土
塊
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
付
随
す
る
資
料
と
判
断
し
た
。
な
お
、
平
成
二
年
時
発
掘
調
査
報
告
書
本
文
内
に
お
い
て
、
串
本
高
校
の
校
舎
改
築
に
伴
う
数
次
の
試
掘
調
査
で
瓦
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。
（
佐
藤
）
2
　
地
蔵
道
遺
跡
出
土
遺
物
瀬
戸
・
美
濃
系
施
釉
陶
器
（
6
・
7
）　
瀬
戸
・
美
濃
系
施
釉
陶
器
は
、
灰
釉
が
施
釉
さ
れ
た
仏
供
（
6
）
と
壺
（
7
）
が
あ
る
。
　
6
は
口
径
七
・
四
㎝
、
器
高
二
・
七
㎝
、
底
径
三
・
四
㎝
を
測
る
仏
供
で
、
一
部
を
欠
き
残
存
率
は
六
〇
％
で
あ
る
。
色
調
は
灰
褐
色
で
、
胎
土
は
砂
粒
を
含
ま
ず
緻
密
で
あ
る
。
底
部
は
台
底
で
、
底
面
は
回
転
糸
切
り
未
調
整
で
あ
る
。
皿
部
の
口
縁
は
横
撫
調
整
に
よ
り
端
部
を
や
や
外
反
さ
せ
る
。
口
縁
端
部
内
外
面
に
灰
釉
を
施
釉
す
る
。
以
上
の
特
徴
か
ら
、
古
瀬
戸
後
期
様
式
の
Ⅲ
～
Ⅳ
期
に
該
当
す
る
。
時
期
は
十
五
世
紀
中
頃
～
後
半
で
あ
る
。
　
7
は
底
径
九
・
四
㎝
、
残
存
器
高
四
・
八
㎝
を
測
る
も
の
で
、
広
口
壺
の
底
部
破
片
と
み
ら
れ
る
。
外
側
面
か
ら
内
面
に
か
け
て
灰
釉
を
施
釉
し
て
い
る
。
色
調
は
施
釉
部
が
淡
緑
色
、
露
胎
部
は
褐
灰
色
で
、
胎
土
は
砂
粒
を
含
ま
ず
緻
密
な
も
の
で
あ
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遺
物
の
一
部
（
弥
生
土
器
破
片
）
は
、
旧
赤
瀬
小
学
校
（
串
本
町
和
深
）
に
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
調
査
で
は
『
串
本
町
史 
史
料
編
』
に
図
面
・
写
真
の
記
載
が
あ
る
遺
物
三
点
の
所
在
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。（
佐
藤
）
三
　
串
本
町
に
お
け
る
中
世
遺
跡
の
意
義
　
串
本
町
所
在
の
二
遺
跡
の
中
世
遺
物
に
つ
い
て
、
紹
介
し
た
。
い
ず
れ
も
出
土
状
況
に
注
意
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
報
告
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
な
資
料
群
で
あ
る
。
資
料
数
の
制
約
は
あ
る
が
、
紀
伊
半
島
を
挟
ん
だ
東
西
双
方
向
か
ら
の
土
器
類
の
搬
入
が
確
認
で
き
た
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
　
串
本
町
域
で
は
、
中
世
前
期
（
十
三
世
紀
後
半
代
）
に
紀
伊
型
瓦
器
と
山
茶
碗
が
同
程
度
搬
入
し
、
中
世
後
期
（
十
五
世
紀
代
）
に
お
い
て
は
、
伊
勢
湾
沿
岸
地
域
（
瀬
戸
美
濃
系
施
釉
陶
器
と
常
滑
焼
）
の
土
器
相
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
十
四
世
紀
代
に
相
当
す
る
遺
物
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
　
こ
こ
で
調
査
成
果
が
比
較
的
蓄
積
さ
れ
て
い
る
紀
伊
半
島
南
岸
部
の
西
部
地
域
（
日
置
川
流
域
・
安
宅
氏
城
館
跡
）
と
東
部
地
域
（
那
智
川
流
域
・
川
関
遺
跡
）
の
出
土
土
器
相
と
の
比
較
を
し
た
い
。
　
日
置
川
流
域
で
は
、
中
世
前
期
で
は
東
西
双
方
の
遺
物
が
同
程
度
確
認
で
き
る
が
、
中
世
後
期
に
な
る
と
西
側
、
と
く
に
瀬
戸
内
東
部
地
域
か
ら
の
搬
入
が
多
く
な
る
。
資
料
数
は
僅
少
で
あ
る
が
、
南
伊
勢
系
土
師
器
が
出
土
し
て
お
り
、
紀
伊
半
島
に
お
け
る
分
布
の
西
限
と
な
る
。
一
方
、
那
智
川
流
域
で
は
、
一
貫
し
て
伊
勢
湾
沿
岸
地
域
か
ら
の
影
響
が
強
い
（
㈶
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
二
〇
〇
四
）。
た
だ
し
、
十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
前
半
代
に
か
け
て
、
備
前
焼
や
播
磨
型
土
鍋
と
い
っ
た
瀬
戸
内
東
部
地
域
か
ら
の
搬
入
が
急
増
し
て
い
く
。
中
世
後
期
に
な
る
と
、
東
西
の
土
器
相
の
出
土
が
拮
抗
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、
伊
勢
湾
沿
岸
地
域
の
影
響
が
相
対
的
に
少
な
く
な
る
よ
う
だ
［
伊
藤
二
〇
一
一
］。
い
ず
れ
も
、
十
四
世
紀
代
に
入
る
と
、
出
土
遺
物
量
が
減
退
す
る
傾
向
が
み
て
と
れ
る
。
写真 1　笠嶋遺跡・地蔵道遺跡出土遺物
①笠嶋遺跡　瓦器・山茶碗（図 2―1～5）
②笠嶋遺跡　瓦器　外面（図 2―1）
③地蔵道遺跡　施釉陶器（図 2―6・7）
④　同　上　　外面
⑤地蔵道遺跡　常滑焼（図 2―8・9）
⑥　同　上　　外面
①
②
③ ⑤
④ ⑥
327
資料編 II. 考古資料　総論　紀伊半島における中世考古資料
が
、
笠
嶋
遺
跡
・
地
蔵
道
遺
跡
の
中
世
考
古
資
料
を
広
く
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
不
透
明
で
あ
っ
た
串
本
町
域
の
中
世
期
の
歴
史
の
解
明
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
　
ま
た
、
令
和
元
年
度
に
串
本
町
有
田
の
結
城
城
跡
の
一
部
（
結
城
城
跡
西
麓
部
）
が
、（
公
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
発
掘
調
査
さ
れ
て
お
り
、
中
世
期
の
遺
構
・
遺
物
が
確
認
さ
れ
て
い
（
3
（
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
調
査
報
告
書
の
刊
行
を
待
ち
た
い
。（
佐
藤
）
　
本
報
告
に
あ
た
っ
て
は
、
串
本
町
教
育
委
員
会
の
田
村
浩
平
氏
、
串
本
町
文
化
財
保
護
審
議
会
の
上
野
一
夫
氏
、
熊
野
古
道
大
辺
路
刈
り
開
き
隊
の
神
保
圭
司
氏
に
、
資
料
の
閲
覧
・
実
測
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
。
末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
　
図
1
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
が
作
成
し
た
。
図
2
に
つ
い
て
は
、
北
野
・
佐
藤
が
実
測
し
、
北
野
が
ト
レ
ー
ス
し
た
も
の
で
あ
る
。
写
真
1
は
、
北
野
が
撮
影
し
た
。
注
（
1
）
黒
嶋
敏
氏
の
検
討
に
よ
る
と
、
東
国
の
政
治
的
・
経
済
的
な
求
心
力
の
低
下
や
太
平
洋
航
路
の
起
点
が
伊
勢
湾
に
収
斂
し
て
い
く
こ
と
を
要
因
と
し
て
、
室
町
期
の
停
滞
期
を
迎
え
る
と
み
て
い
る
。
そ
の
後
、
戦
国
期
に
復
調
傾
向
に
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
具
体
的
な
状
況
は
今
後
の
課
題
と
し
て
い
る
。［
黒
嶋
二
〇
一
九
］
（
2
）
た
だ
し
、
中
世
前
期
に
お
い
て
は
、「
熊
野
」
で
は
山
茶
碗
が
瓦
器
碗
を
卓
越
す
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。［
伊
藤
二
〇
一
一
］
資
料
数
の
制
約
か
ら
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
伊
藤
氏
は
紀
伊
半
島
東
部
を
中
心
に
「
熊
野
」
を
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
近
世
に
「
口
熊
野
」
と
称
さ
れ
る
地
域
（
紀
伊
半
島
南
岸
部
の
西
部
地
域
）
に
つ
い
て
の
評
価
が
今
後
必
要
と
な
る
。
（
3
）
本
発
掘
調
査
に
先
立
つ
分
布
調
査
や
試
掘
確
認
調
査
に
お
い
て
も
、
中
世
の
遺
　
串
本
町
域
で
は
、
お
お
ま
か
に
い
え
ば
、
中
世
前
期
は
西
部
地
域
（
日
置
川
流
域
）、
中
世
後
期
は
東
部
地
域
（
那
智
川
流
域
）
に
近
似
す
る
と
い
う
漸
移
的
な
様
相
を
示
す
。
　
こ
れ
ら
の
土
器
相
の
状
況
は
、
南
北
朝
期
以
降
（
十
四
世
紀
～
十
五
世
紀
代
）
に
か
け
て
、
太
平
洋
航
路
が
停
滞
し
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
。
南
北
朝
期
か
ら
室
町
期
前
半
代
で
は
、
東
国
と
つ
な
が
る
紀
伊
半
島
東
岸
部
、
西
国
と
つ
な
が
る
紀
伊
半
島
西
岸
部
と
い
う
評
価
が
さ
れ
て
い
る
［
黒
嶋
二
〇
一
九
］。
そ
の
後
、
戦
国
期
に
い
た
り
、
太
平
洋
航
路
の
復
調
を
示
す
史
料
が
増
え
て
く
（
1
（
る
。
こ
れ
は
、
十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
前
半
代
に
、
紀
伊
半
島
南
岸
部
に
瀬
戸
内
沿
岸
地
域
か
ら
の
土
器
の
搬
入
が
増
加
す
る
傾
向
と
連
動
し
た
現
象
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
　
瀬
戸
内
東
部
地
域
か
ら
の
代
表
的
な
搬
入
土
器
で
あ
る
備
前
焼
は
、
間
壁
編
年
Ⅲ
期
（
鎌
倉
時
代
末
期
～
室
町
時
代
初
頭
）
ま
で
は
日
置
川
流
域
（
安
宅
氏
居
館
跡
）
ま
で
し
か
分
布
し
な
い
。
間
壁
編
年
Ⅳ
期
（
室
町
時
代
前
期
～
中
期
）
に
は
串
本
町
域
を
越
え
て
紀
伊
半
島
南
岸
部
の
東
部
地
域
ま
で
分
布
し
て
い
る
が
、
量
的
に
は
伊
勢
湾
沿
岸
地
域
の
土
器
よ
り
少
な
い
。
ま
た
、
熊
野
川
を
越
え
る
と
さ
ら
に
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
ほ
か
表
採
資
料
で
あ
る
が
、
虎
松
山
城
跡
（
串
本
町
和
深
）
で
も
、
中
世
後
期
に
比
定
さ
れ
る
備
前
焼
甕
の
体
部
片
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
　
今
回
報
告
し
た
二
遺
跡
の
性
格
に
つ
い
て
詳
細
に
触
れ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
西
か
ら
東
に
か
け
て
の
漸
移
的
な
土
器
相
を
示
す
こ
と
は
、
あ
た
か
も
「
熊
野
」
の
境
目
を
現
し
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
（
2
（
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
は
あ
く
ま
で
も
予
察
的
な
評
価
と
な
る
の
で
、
今
後
の
資
料
数
の
増
加
を
待
ち
つ
つ
、
稿
を
改
め
た
い
。（
佐
藤
）
お
わ
り
に
　
今
回
の
資
料
報
告
で
は
、
一
部
の
遺
物
に
限
っ
て
の
紹
介
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
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間
壁
忠
彦
　
一
九
九
一
『
考
古
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
六
〇
　
備
前
焼
』
ニ
ュ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
社
　
安
井
良
三
編
　
一
九
六
九
『
南
紀
串
本
笠
嶋
遺
跡
』
笠
嶋
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
刊
行
会
山
下
峰
司
　
一
九
九
五
「
灰
釉
陶
器
・
山
茶
椀
」『
概
説
　
中
世
の
土
器
・
陶
磁
器
』
中
世
土
器
研
究
会
編
　
真
陽
社
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
　
二
〇
一
八
『
和
歌
山
県
文
化
財
調
査
年
報
―
平
成
28
年
度
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』
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
　
二
〇
二
〇
『
和
歌
山
県
文
化
財
調
査
年
報
―
平
成
30
年
度
―
』
（
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
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編
　
一
九
九
一
『
笠
嶋
遺
跡
―
串
本
中
学
校
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舎
建
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に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
書
―
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（
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
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編
　
二
〇
〇
四
『
藤
倉
城
跡
・
川
関
遺
跡
』
構
・
遺
物
が
確
認
さ
れ
、
瓦
器
、
山
茶
碗
、
常
滑
焼
、
備
前
焼
の
出
土
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。［
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
二
〇
一
八
、
二
〇
二
〇
］
引
用
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〇
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編
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と
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器
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研
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本
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世
土
器
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会
北
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隆
亮
　
二
〇
一
九
「
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前
焼
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か
ら
み
た
紀
伊
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内
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世
界
」『
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と
権
力
』
中
世
都
市
研
究
会
編
串
本
町
史
編
さ
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委
員
会
編
　
一
九
八
八
『
串
本
町
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史
料
編
』
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一
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式
会
社
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本
亮
太
　
二
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一
六
「
熊
野
水
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小
山
氏
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め
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る
資
料
」『
和
歌
山
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
第
二
二
号
』
和
歌
山
県
立
博
物
館
白
浜
町
教
育
委
員
会
編
　
二
〇
〇
四
『
八
幡
山
城
跡
』
白
浜
町
教
育
委
員
会
・
安
宅
荘
中
世
城
郭
発
掘
調
査
委
員
会
編
　
二
〇
一
四
『
安
宅
荘
中
世
城
郭
群
総
合
調
査
報
告
書
』
白
浜
町
教
育
委
員
会
　
二
〇
一
九
『
安
宅
荘
中
世
城
郭
群
総
合
調
査
報
告
書
補
遺
編
』
瀬
谷
今
日
子
　
二
〇
一
六
「
紀
伊
半
島
南
部
串
本
町
笠
嶋
遺
跡
に
お
け
る
津
波
痕
跡
の
検
証
―
弥
生
時
代
終
末
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
つ
い
て
―
」
『
紀
伊
考
古
学
研
究
第
一
九
号
』
紀
伊
考
古
学
研
究
会
編
中
野
晴
久
　
一
九
九
五
「
常
滑
・
渥
美
」『
概
説
　
中
世
の
土
器
・
陶
磁
器
』
中
世
土
器
研
究
会
編
　
真
陽
社
日
置
川
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
　
二
〇
〇
五
『
日
置
川
町
史
　
第
1
巻
中
世
編
』
第
一
法
規
株
式
会
社
藤
澤
良
祐
　
一
九
九
一
「
瀬
戸
古
窯
址
群
Ⅱ
　
―
古
瀬
戸
後
期
様
式
の
編
年
―
」『
瀬
戸
市
歴
史
民
俗
資
料
館
研
究
紀
要
Ⅹ
』
瀬
戸
市
歴
史
民
俗
資
料
館
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